
-1-

仕様ハイパワー ＭＡＸ６Ａ！

正転、逆転、回転速度制御可、動作モードは３種類

第1版 221215

大電流駆動用ＦＥＴによるＨブリッジドライバ回路を使用した

ＤＣモーターコントローラです。

電流容量は平均値で「３Ａ」最大で「６Ａ」まで対応していま

す。本体基板上のスイッチ、ボリウムで、正転、逆転、停止、

回転速度制御(PWM)を行うことができます。

過熱保護、過電流保護機能により異常が発生したときは自動的

にリセットされモーターを停止させます。

また、モーターの回転検出も行っているので、逆回転動作時に

過負荷にならないよう停止を確認して逆回転動作に入ります。

ケースは防水型ケース「タカチ WP11-15-4C など」(別売)に

対応しています。(要穴あけ加工)

・本製品およびそれらを構成するパーツ類は、改良、性能向上のため予告なく仕様、

外観等を変更する場合があることをあらかじめご了承ください。

・本製品は組立キットです。製作作業中の安全確保のため本書をよくお読みになり、

正しい工具の使用・手順を守ってください。

・完成品でない商品の性格上、組み立て後にお客様が期待される性能・品質・安全運

用等の保証はできません。完成後はお客様(組立作業者)ご自身の責任のもとでご使用

ください。

・本製品は機器への組込み他、工業製品としての使用を想定した設計は行っていませ

ん。また、本製品に起因する直接、間接の損害につきましては当社修理サポートの規

定範囲を超えての補償には応じられません。

［キット］

ＢＯＳＯ－１６０６

電源電圧：DC4.5V～16.0V(汎用ねじ止め端子)

配線材対応:AWG26～16

動作電流(制御回路のみ[回転停止状態])：

約20mA[4.5V時],約50mA[16V時]

モーター駆動電流：

平均値 ～3A(常時 環境温度25℃時)

最大値 ～6A(約180s間 環境温度25℃時)
※環境温度が上がる程使用できる電流値は下がります

モーター駆動電圧： 電源電圧と同じ
※駆動電流値に応じて少し電圧が下がることがあります

スイッチ入力: ３系統(正転／逆転／停止)
※それぞれ2ピン引き出し端子あり

回転速度制御： PWM方式(1KHz) 0～100%
※3ピン外付けボリウム引き出し端子あり

動作モード: ３モード

ノーマル: 各SWを一回押して、回転または停止

ホールド： SWを押している間、回転、離すと停止(STOP SWは無効)

サイクリック：各SWを押して回転、そのSWをもう一回押して停止

(STOP SWは無効)

保護機能

過熱保護 約110℃(制御素子温度)

過電流保護 6A(約 180s) 12A(約 3s)

※各保護機能が働いた場合、リセット動作します

基板サイズ： W74.8×D77.0×H24 mm

※放熱器取り付け可(16P16 L25-YB ×4個)

※ケース対応(WP11-15-4C ,WP11-15-4G)

W110×D150×H40 mm

スイッチ類、電源などの配線用に各ケースは

別途穴あけ加工が必要です。

ＢＯＳＯ－１６０６

ＤＣ４．５～１６Ｖ

ＭＡＸ ６Ａ

逆転スイッチ 正転スイッチ停止スイッチ外付けＶＲ端子

[CN3]

回転速度調整

ボリウム[VR1]

電源パイロットランプ

[LD1]※電源供給時点灯

動作状態出力端子[CN4]

M:[Move]

動作状態出力端子

(モーター出力端子間

の電圧検知)

H:停止中

L:動作中

※モーターが惰性で回転

している場合でも動作中

となります。(電源が切

れても回転により発電さ

れるため)

電源端子[CN1]

DC4.5～16V

最大6Aまで

ポリスイッチ[FU1]

温度が約110℃

電流が6A以上(約180秒)

になると電流制限され、

マイコンが

「リセット」されます。
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パーツの取付けは組立参考図やパーツリストを見ながら番

号順に行ってください。

パーツは無理のない範囲で基板に当たるまで、きちんと差

込み、基板にハンダ付けしてください。ハンダ付け後、余っ

たパーツの足はニッパーで切断してください。

1.抵抗

□Ｒ １ １ＫΩ（茶黒赤金）

□Ｒ ２ １ＫΩ（茶黒赤金）

□Ｒ ３ １ＫΩ（茶黒赤金）

□Ｒ ４ ３３０Ω（橙橙茶金）

□Ｒ ５ １０ＫΩ（茶黒橙金）

□Ｒ ６ １０ＫΩ（茶黒橙金）

□Ｒ ７ １０Ω（茶黒黒金）

□Ｒ ８ ２．２ＫΩ（赤赤赤金）

□Ｒ１０ １０ＫΩ（茶黒橙金）

□Ｒ１１ ２．２ＫΩ（赤赤赤金）

□Ｒ１２ １０Ω（茶黒黒金）

取付方向なし

まっすぐに

差込む 2.ダイオード

□Ｄ１ ショットキーダイオード

□□基板 BOSO-1606・・・1枚

※製造ロットごとに性能に影響しない範囲でイラストとは異なる色、形が僅か

に異なるパーツがある場合がございます。あらかじめご了承ください。

向きに注意！

緑の側が
「縦線」側

下記リストでパーツをチェックしてください。

リスト中の□にチェックを入れましょう。

パーツは小さな物もあり、なくしやす

いので袋から出した後は小皿などに入

れて組み立て作業にかかりましょう。

□基板 １枚

BOSO-1606

□ショットキーダイオード １個

11EQS04

■抵抗

□ １０Ω（茶黒黒金）５個

□ ３３０Ω（橙橙茶金）１個

□ １ＫΩ（茶黒赤金）３個

□ ２．２ＫΩ（赤赤赤金）７個

□ １０ＫΩ（茶黒橙金）６個

□ １ＭΩ（茶黒緑金）１個

□ ０Ω ( 黒 ) １個

□ ９１０Ω（白茶茶金）４個

□ 積層セラミックコンデンサ

１０４（０．１μＦ） ２個

□ セラミックコンデンサ

２２（２２ｐＦ） ４個

□ 電解コンデンサ

１０μＦ ３個

□ ボリウム １個

１０ＫΩ

□ＩＣソケット １４Ｐ １個
□端子台 ２個

□ポリスイッチ １個

□トランジスタ C1815
４個

□ＩＣ １個
ＰＩＣ１６Ｆ１５３２４

□ＦＥＴ ２個

Nch AOD480

□タクトスイッチ ３個

□ＬＥＤ φ３赤 １個

商品の管理には万全を期していますが万が一「欠品」

があった場合は、お手数ですが下記までご連絡ください。

ＴＥＬ ０６－６６４４－４４４７

ＦＡＸ ０６－６６４４－４４４８

共立電子産業株式会社 共立プロダクツ事業所 まで

ＢＯＳＯ－１６０６

□レギュレータ LP2950
１個

LP2950
C1

815Y

□ヘッダーピン １個
(３×２)

□短絡ソケット １個

※ハンダ付けが初めての方は、部品を

ハンダ付けする前に「別紙 正しいハ

ンダ付けの仕方」に目を通していただ

きますようお願いいたします。
ＢＯＳＯ－１６０６

D480

□ＦＥＴ ２個

Pch AOD417

D417

□Ｒ１３ １０ＫΩ（茶黒橙金）

□Ｒ１４ ２．２ＫΩ（赤赤赤金）

□Ｒ１６ １０Ω（茶黒黒金）

□Ｒ１７ １０ＫΩ（茶黒橙金）

□Ｒ１８ ２．２ＫΩ（赤赤赤金）

□Ｒ２０ １０Ω（茶黒黒金）

□Ｒ２１ １０ＫΩ（茶黒橙金）

□Ｒ２２ ２．２ＫΩ（赤赤赤金）

□Ｒ２４ ２．２ＫΩ（赤赤赤金）

□Ｒ２５ １０Ω（茶黒橙金）

□Ｒ２６ １ＭΩ（茶黒緑金）

□Ｒ２７ ２．２ＫΩ（赤赤赤金）

□Ｒ ９ ９１０Ω（白茶茶金）

□Ｒ１５ ９１０Ω（白茶茶金）

□Ｒ１９ ９１０Ω（白茶茶金）

□Ｒ２３ ９１０Ω（白茶茶金）

縦付け

□フォトカプラ １個

PC817

□フォトカプラ １個

TLP620
PC817
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３.ＦＥＴ ／ ポリスイッチ

ＦＥＴは形は同じですが あります。

間違えて取り付けると取り外すのが難しいため

型番を良く見て取り付けてください。

●型番を確認してください。「D480」「D417」の２種類があり

ます。間違えてつけてしまうと取り外しにくいのでよく確認し

てください。

●部品を乗せる前に基板のハンダ付けパターンの小さい側(図

の向きで左側)にハンダを少し付けます。

５．セラミックコンデンサ

□Ｃ６ ２２(２２pF)

□Ｃ７ ２２(２２pF)

□Ｃ８ ２２(２２pF)

□Ｃ９ ２２(２２pF)

４．積層セラミックコンデンサ

□Ｃ１ １０４(０．１μF)

□Ｃ２ １０４(０．１μF)

取付方向なし

まっすぐに

差込む

取付方向なし

まっすぐに

差込む

６.タクトスイッチ

□ＳＷ１[REW]

□ＳＷ２[STOP]

□ＳＷ３[FWD]

狭い 広い

取付方向注意

まっすぐに

差込む

７.ＩＣソケット（14ピン）

□ＩＣ１

くぼみを

合わせる

※ここではＩＣソケットのみ

先に取付けます。

取付方向注意！

足の長い方側

Ａ(アノード)

８.ＬＥＤ

□ＬＤ１ φ３赤色

９.フォトカプラ

□ＰＨ１ ＰＣ８１７（黒色）

約３ｍｍ

取付方向注意！

１０．トランジスタ／レギュレータ

□Ｑ５ Ｃ１８１５

□Ｑ６ Ｃ１８１５

□Ｑ７ Ｃ１８１５

□Ｑ８ Ｃ１８１５

形状は同じです。

型番を良く見て取り付けてください
[LP2950] [C1815]

LP2950 C1
815Y

黒丸側

ＰＨ１：ＰＣ８１７

取り付け向きあり

●印の位置に注意

取付方向注意！

●印の位置を

合わせる

ＰＨ２：ＴＬＰ６２０

取り付け向きあり

●印の位置に注意

黒丸側

くぼみを

合わせる

D480
型番注意！

D417D480

D480
型番注意！

D417 D480

Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４

●次にパターンの広い側をハンダ付けします。パターンが広く熱

が逃げやすいので取り付けが難しくなります。

ハンダごての太い所を当てて熱が伝わるようにしてください。

●最後にＦＥＴの放熱フィンをハンダ付けすれば完了です。

ここもパターンが広く熱が逃げやすくなっています。

ハンダごてをハンダ箇所に寝かすように３０秒以上当ててくださ

い。

ポリスイッチ

□ＦＵ１ PTR030 0600

部品の足をＬ字型に曲げてハンダづけします。

ＦＥＴと熱結合させるため寝かして取り付けます。

立てたままにしてしまうと過負荷でＦＥＴが熱くなっても過熱保

護が働きません。 。

側面図

ポリスイッチ

ＦＥＴ ＦＥＴに接触するように配置

表面が、でこぼこしているのでぴっ

たりと接触しませんが少し当たる程

度で問題ありません。

ポリ

スイッチ

斜めになってハンダ

パッドから外れるの

はＮＧです。

放熱フィン

●取り付け位置に部品を乗せます。ハンダ

の上に部品を乗せて、部品の上からハンダ

ごてを当てて暖めてください。

ワット数の低いハンダごての場合ハンダが

溶けるのに時間がかかります。

ハンダが溶けたとき部品がまっすぐになっ

ていない場合はここで向きを修正します。

まっすぐになるように調整してください。
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１１．ヘッダーピン

□ＳＥ１ ヘッダーピン(３×２)

□ 短絡ソケット

１２．端子台

□ＣＮ１ 青色２Ｐ

□ＣＮ２ 青色２Ｐ

線取り付け口

が基板の外に

向くように
取付方向注意

１５.ＩＣの取付け

□ＩＣ１ ＰＩＣ １６Ｆ１５３２４

くぼみの位置を合

わせてまっすぐに

差し込みます。

取付方向注意！

１３.電解コンデンサ

□Ｃ３ 10μF

□Ｃ４ 10μF

□Ｃ５ 10μF

「＋」「－」があります。

良く確認して取り付けてく

ださい

取付方向注意！
－の印

足の

長い方が＋

１４.ボリウム

□ＶＲ１ 10KΩ

１６.抵抗 (基板裏面)

□Ｊ１ ０Ω( 黒 )

●基板付けボリウムで制御

通常はこちらを選択してください。

基板裏面の の箇所をハン

ダを盛って端子間を接続します。

●外付けボリウムで制御する場合

外付けボリウムは製品に付属してい

ませんので別途お好みの物をご用意

ください。(10KΩ)

基板裏面の の箇所をハン

ダを盛って端子間を接続します。

組立は以上で終了です。

パーツを付け間違えたとき

パーツを付け間違えたときは「ハンダ吸取線」を使って

ハンダを吸取りパーツを取外すことができます。

使い方は、取りたい部分の上に吸い取り線を乗せ、ハンダ

ごてを当てるだけです。溶けたハンダは吸い取り線に吸収

されるので簡単に部品がとれはずせます。

穴位置にあわせて

まっすぐ差し込む

JP1

JP2

外付けボリウムの取り付けは「P6■回転速度制御ボリウムについ

て」の項を参照ください。

JP2

JP1

黒丸側

ＰＨ１：ＰＣ８１７

取り付け向きあり

●印の位置に注意

ＰＨ２：ＴＬＰ６２０

取り付け向きあり

●印の位置に注意

黒丸側

吸取線は幅2.5mmくらいのものを購入すれば大きなパタ

ーンから小さいパターンまでいろいろな場所に使用できま

す。ハンダ吸取線は、電子部品販売店、ホームセンター、

弊社の下記、通信販売ショップでもご購入いただけます。

「共立エレショップ」 http://eleshop.jp

ハンダ吸い取り線

根本まで

差込む

"N O R M " の箇所

に差し込む

+ +

J1 ０Ω抵抗

極性なし

H1 H2 H3 H4

J1

基板 側から

取り付ける

□ハンダジャンパー (基板裏面)

ＪＰ１、ＪＰ２ いずれかをハンダ盛り

JP1、JP2両方は接続しないでください。

短絡ソケット
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準備するもの

□電源は、モーターで消費する電力(電圧、電流)に応じてご用意く

ださい。(電源装置、電池、ACアダプターなど)

※ＤＣモーターは回転し始める時に、定格電流(消費電流)よりも大

きな「始動電流」が流れます。定格電流値よりも数倍の電流を供給

できる電源をご用意ください。

□ＤＣモーター

定格電圧:４．５～１６Ｖ

定格電流：～３Ａ

の範囲のＤＣモーターをご用意ください。

「ステッピングモーター」「ＡＣモーター」など

ＤＣモーター以外は動作しません。

□配線材(AWG26～16 対応)

配線材は流れる電流に適応した太いものをご用意ください。

配線材にも電気抵抗があります。細く長い程、抵抗値は高くなり電

圧降下が起こります。

電源配線が長く、電圧降下が起きていると電圧不足で正常に動作し

ない場合があります。

例:配線材が0.5Ωで3A流れた場合

0.5Ω×3A=1.5V 電圧が下がります。

各配線材のおおよその許容電流値

AWG26(2.2A),AWG25(2.7A),AWG24(3.5A),AWG23(4.7A)

AWG22(7.0A),AWG21(9.0A),AWG20(11A),AWG19(14A)

AWG18(16A),AWG17(19A),AWG16(22A)

■

当製品は基板が剥き出しの状態になっています。

金属プレートなど電気の流れる物の上に置いて電源を入れ

ないでください。一瞬で破損に至ります。

木、樹脂、紙など電気の流れないものの上の安定した場所

に設置して電源を接続してください。

次に図のようにＤＣモーターを取り付けてください

「ＦＷＤ」を押して正転

「ＲＥＷ」を押して逆転

※正転中に逆転スイッチを押すと、一旦停止するまで逆転動作に

移行しません。急速な逆回転により負荷がかかることを防止する

ための回路になっています。

回転速度調整ボリウムを回して、

反時計回しで「遅く」時計回しで「速く」なるか確認してくださ

い。

最後に「ＳＴＯＰ」を押して停止すれば正常です。

ＤＣモーター

ココに挟む
端子台への取り付けは上部のねじを反時計方向

に回し内部の金属板を下げてください。配線材

を入れ、上部のねじを時計回しに回して金属板

と上側で、はさんで接続します。

ねじ

+ -

電源

モード設定は「ＮＯＲＭ」

の位置に短絡ソケットを差

し込んでください。

図のように電源を「CN1」に接続してください。

電源をＯＮにすると基板上の赤色ＬＥＤ(LD1:PW)が点灯します。

点灯しない場合は、電源が供給されているかテスターなどがある

場合は電圧計で計測して確認してください。

まずモーターを接続しない状態で「ＦＷＤ」スイッチを押して、

熱くなる部品(Q1～Q4)や変な臭いや煙、異常な電流が流れていな

いか確認ください。同じく、モーターをつながない状態で「ＲＥ

Ｗ」スイッチを押して異常がないか確認してください。

※部品の付け間違いやハンダによる短絡などがある場合は、ＦＥ

Ｔ(Q1-Q2 ONで短絡)(Q3-Q4 ONで短絡)の異常動作が起こり過電流

が流れることがあります。

ＣＮ１

ＤＣ４．５～１６Ｖ

ＭＡＸ ６Ａ

REWSTOPFWD
S GS GS G

回転速度調整ボリウムは時

計回しにいっぱい(最高速

度)まで回してください。

REWSTOPFWD
S GS GS G

正転 停止 逆転

「動作しないときは」

基板裏のハンダジャンパーが図の

ように正しく付いているか確認し

てください。

※ジャンパーが接続されていない

と速度０なのでまったくモーター

は回転しません

制御スイッチ

逆転正転

JP1

JP2

＋

－
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当機は３つの動作モードがあります。

モードの切り替えは「ＳＥ１」端子のそれぞれの箇所に短絡ソケ

ットを入れることで行えます。

回転速度調整ボリウムを回すことでＤＣモーターの回転速度を変

えることができます。制御はＰＷＭによるパルス幅(0～100%)の

制御により行われます。

パルスの周波数が可聴域(1KHz)のためDCモーターから「ピーッ」

という音が聞こえる場合があります。

スイッチを１プッシュで正転

スイッチを１プッシュで逆転

スイッチを１プッシュで停止

※スイッチは、それぞれ１プッシュで押し続ける必要はありません。

複数回同じスイッチを押しても動作は変わりません。

※「ＦＷＤ」「ＲＥＷ」両方押した状態になると停止します。

スイッチを押している間、

正転し続けます。離すと停止します。

スイッチを押している間、

逆転し続けます。離すと停止します。

無効

※「ＦＷＤ」「ＲＥＷ」両方押した状態になると停止します。

スイッチを１回押して正転、も

う一回押して停止します。スイッチを押

すごとに回転／停止を繰り返します。

スイッチを１回押して逆転、も

う一回押して停止します。スイッチを押

すごとに回転／停止を繰り返します。

無効

※「ＦＷＤ」動作中は

「ＲＥＷ」「ＳＴＯＰ」共にスイッチは無効です。

※「ＲＥＷ」動作中は

「ＦＷＤ」「ＳＴＯＰ」共にスイッチは無効です。

当機は３系統の動作制御スイッチ(SW1～3)と回転速度調整用のボ

リウム(VR1)があります。

スイッチの制御機能は

「ＦＷＤ」正転

「ＲＥＷ」逆転

「ＳＴＯＰ」停止となります。

また、それぞれ「IN1(REW)」「IN2(STOP)」「IN3(FWD)」の端子

と並列に接続されていますので各端子から配線を引き出し外部に

スイッチを取り付けることが可能です。

押して「ＯＮ(端子間が導通する)」のものが取り付けできます。

押して「ＯＦＦ」または、ＯＮのままになるスイッチの場合は正

しく動作できませんのでご注意ください。

スイッチの延長は、30～50cm程度までにとどめてください。余り

長く伸ばしすぎるとノイズで誤動作する場合があります。また接

点入力端子なので電圧は絶対に加えないでください。

延長は

最大でも30～50cm

また、外付けＶＲ端子(CN3)と基板裏のJP2(ハンダジャンパ

ー)を接続することでボリウムを外付けで使用することも可

能です。

CN4は動作状態を確認するための端子です。

DCモーターの端子間(M+,M-)電圧を判定して出力しています。

信号出力端子用で電流は供給できませんので直接ＬＥＤ等をドライ

ブする端子としては使用できません。外部のマイコンなどの入力ポ

ートと接続(インピーダンスの高い端子)しご利用ください。

※出力端子の内部プルアップ抵抗は約２６ＫΩ

動作中は「Ｌ:0V」

停止中は「Ｈ:3.3V」が出力されます。

※停止スイッチを押した後でも、惰性で回転中の場合は動作中

「Ｌ」となります。回転が止まった後、停止中「Ｈ」となります。

※低速設定や過負荷でDCモーターが回転できていない場合でもモー

ター端子間(M+,M-)に電圧がある場合は動作中「Ｌ」となります。

REWSTOPFWD
S GS GS G

正転 停止 逆転
押して「ON」

のスイッチ

「REW」のスイッチを外部

へ取り付けの場合の例

接続回路「－」

(GND)へ

接続回路

信号入力へ
3.3V

0V

[信号波形]

1ms

[パルス幅50%の時]

1ms

[パルス幅90%の時]

ボリウムは

Ｂカーブ １０ＫΩ

がご使用できます。

例：R16K4-B10KΩ L-15RE など

外付けボリウム

停止中

動作中

JP2

JP1

JP2側を接続

※JP1はハンダを取って

未接続状態にしてください。
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放熱器は平均３Ａ以下の駆動電流の場合は特に必要はありませ

ん。(環境温度２５℃前後の場合)

環境温度が高い場合(４０℃以上）や短時間でリセット機能が

働いて停止してしまう場合に取り付けることで素子(FET)で発

生する熱が放散され、平均電流値の駆動を約２０～３０％アッ

プすることができます。

必要なもの 下記は別売りです。

□Ｍ３×８または１０ ねじ(放熱器固定用)×４

ねじタップは放熱器側にあるのでナットは不要です。

□放熱器[16P16 L25-YB] ×４

放熱器は基板裏面に取り付けます。

Ｈ１～Ｈ４の箇所に置いて、表からねじ止めしてください。

当機には「ポリスイッチ(FU1)」による下記の２系統の保護機能

が付いています。

Q2(FET Pch),Q3(FET Pch)の素子と熱結合することで、FETの大電

流による発熱でポリスイッチが作動して過電流を抑制します。

またポリスイッチ動作の検知回路によりマイコンをリセットし駆

動系を「ＯＦＦ」にします。

ポリスイッチの温度が約110℃になったとき動作します。

ポリスイッチに過電流が流れることにより作動して過電流を抑制

します。またポリスイッチ動作の検知回路によりマイコンをリセ

ットし駆動系を「ＯＦＦ」にします。

作動時間は「環境温度」と「電流値」と「電流の供給時間」で変

化します。おおよそ室温25℃時で 6A(約 180s以降) 12A(約 3s

以降)で作動します。(環境温度が高いほど早くなります)

上記の放熱器の場合は問題ありませんが、別の金属に取り付ける

場合は(「Ｈ１」「Ｈ２」)と(「Ｈ３」「Ｈ４」)の箇所は分断す

るようにしてください。一つの金属板に取り付けるとＦＥＴの端

子間短絡で破損します。

※Ｊ１は放熱器が回転して接触しないように(表面の黒色のメッ

キは電気は流れませんが傷つくと導通する可能性があります)、

また平坦な金属板でＨ１～Ｈ４を結合させないようにするために

取り付けられています。

◆電子部品・基板が濡れると故障の原因となります。
水に浸かったり、濡れたりしない所で、ご使用ください。
屋外で使用する場合は防水ケースなどに入れて防水対策を行ってくだ
さい。

◆強い電磁波が発生する環境(電子レンジの傍、電波を出す機器の傍
など)に基板を置かないでください。
誤動作や動作不良の原因となります。

◆当製品はホビー用品です。
工業用途、高額な損害の発生する用途には使用しないでください。

◆接続している電源の極性(＋－）が正しいかよく確認してくださ
い。また、電池(バッテリー)が消耗していないかも確認してくださ
い。ＤＣモーターは物によっては過負荷時や起動時に電力を消費しま
す。電源の供給能力が低いと電源電圧が低下し動作不良を起こす可能
性があります。安定供給できる電源装置にてお試しください。

◆電源の配線材、モーターの配線材が長すぎたり、細すぎたりすると
配線材の電気抵抗で電圧低下する場合があります。流れる電流値に応
じた配線材を使用しているかご確認ください。

◆基板裏のハンダジャンパー設定(JP1)がハンダ付けされていないと
基板上のボリウムではまったく動作しません。ハンダ付けが正しく行
われているか、ハンダが切れていないか再度ご確認ください。

ＢＯＳＯ－１６０６

ＤＣ４．５～１６Ｖ

ＭＡＸ ６Ａ

※FETの素子の最大定格はそれぞれ下記となっています。

生産ロットにより採用されるFETは変更される場合があります。

AOD417: 25℃時 25A, 100℃時 20A [VDS -30V]

AOD480: 25℃時 25A, 100℃時 18A [VDS +30V]

長時間、大電

流が流れてい

るときは四角

で囲ったエリ

アは熱くなる

ので触らない

ように注意し

てください。

基板

74.8

68.0

11.9

VR1

LD1

単位[mm]

3.4

4.4
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https://prod.kyohritsu.com

共立電子産業株式会社 共立プロダクツ事業所
〒556-0005 大阪市浪速区日本橋５－８－２６

ＴＥＬ（０６）６６４４－４４４７（代）
ＦＡＸ（０６）６６４４－４４４８

製品開発・販売元

・本製品の規格以外の使い方や改造の仕方についてのご質問にはお答えできません。

・規格以外の使い方や改造による不動作、部品の破壊等の損害については一切補償致しません。

・ご質問は質問事項を明記の上「封書」「ＦＡＸ」「Ｅメール」でお願いいたします。

お電話ではお答えできません。(内容によっては回答に時間のかかる場合があります。)

［ＦＡＸ（０６）６６４４－４４４８］

［Ｅメール wonderkit@keic.jp］

お問合わせ先

(回路図は製品版に記載されています)


